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2-2 シャシーーマニュアルトランスアクスル

2・1 マニュアルトランスアクスル

■概要 

S50系マニュアルトランスアクスルの各部を見直し,シフトフィーリングの向上をはかりました。 

AED M 

HM 

UNANEBDENABHAPANALIAN A d N (1) (1) (1) 

S50型 S52,53型 AD0347 ,VD0574 

マニュアルトランスアクスル仕様 ●:標準設定 

ミッション型式 S50 S52 S53 

搭載エンジン 4S-FE 3S-FE 3S-GE 

形式 前進:常時噛合式,後退:選択摺動式 

1 速 3.538 3.285 ◀ 

2 速 2.041 1 ← 

3 速 1.322 - *- 
ギヤ比

4 速 0.945 ▲ 1.028 

5 速 0.731 ← 0.820 

後 退 3.153 ← ← 

減速比 3.736 3.944 4.176 

名 称 キャッスル・MGギヤオイルスペシャルII(SAE75W-90,API分類 GL-3) 使用

オイル 容 量(ℓ) 2.6 

2速トリプルシンクロ機構 

リバースシンクロ機構
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シャシーーマニュアルトランスアクスル 2-3 

■機構説明 

マニュアルトランスアクスル

1.S50系マニュアルトランスアクスル 変更部位および変更内容

変更部位 変更内容●シフトリンク系に関わる部位について,構造·形状·材質など No. 

ロックボール ボール慴動抵抗の減少を見直し,シフトフィーリングの向上をはかりました。 ① 

●S50,52,53型とも,クラッチハブNa3部にインプットシャフ ② シフト& セレクトレバーシャフト テフロンブシュ支持化

トの回転を5速のシンクロ機構を利用して停止させるリバース ③ セレクトリターンスプリング 荷重の最適化

シンクロ機構を設定し,操作性の向上をはかりました。 ④ シフトフォークシャフト テフロンブシュ支持化

●S52,53型は,さらに2速シンクロ機構部をトリプルコーン化 ·トリプルコーンシンクロ機構化 2 速シンクロ機構部 
·キースプリング ⑤ 

(S52型,S53型) して,シフト操作力の軽減および操作性の向上をはかりました。 →コンプレッションスプリング 

2 ●変更部位および変更内容については右表の通りです。 ⑥ クラッチハブNo.3部 リバースシンクロ機構追加

⑦ リバースシフトアーム 形状変更

① 

② 3 ③ ② 

ボールベアリング

新 型 従来型

ロックボール断面
① 

キー

④ WII (6) コンプレッション(4) 
スプリング

(6) 
个 ハブ

(金) 

新型

キー

ハブ

⑤ 

キースプリング

従来型
新 型 従来型

クラッチハブNo.1部 

(キースプリング変更⑤) 
リバースシフトアーム

VD0575,VD0608,VD0609,VD0576,VD0577,VD0579,VD0578,VD0580 

無断複製禁止 



2-4 シャシーーマニュアルトランスアクスル

▶構造と作動 

【1】2速トリプルコーンシンクロ機構(S52,53型マニュアルトランスアクスル) 

〔1〕構造 

• トリプルコーンシンクロ機構は, 際擦力の発生面積を増して同期力を大きくし,シフト操作をスムースに行うことができ 

るようにしたもので,アウター,ミドル& & インナーシンクロナイザーリングなどで構成されています。 

• アウター & インナーシンクロナイザーリングはツメにより噛合し,ミドルシンクロナイザーリングはギヤ側とツメに 

より噛合されそれぞれの内外面で摩擦力を発生して,同期させます。 

インナーシンクロナイザーリング

ギヤビース コーン面

ミドルシンクロナイザーリング

アウターシンクロナイザーリング
アウターシンクロナイザーリング

2速ギヤ 

ミドルシンクロ

ナイザーリング

インナーシンクロ
ナイザーリング

ミドルシンクロナイザーリングとギヤのかん合部

ミドルシンクロナイザーリング
とギヤのかん合部

アウター & インナーシンクロ 
ナイザーリングのかん合部

2速トリプルコーンシンクロ機構 
ミドルシンクロナイザーリングと

ギヤの組み合わせ
アウター & インチーシンクロナイザー 
リングの組み合わせ VD0581.VD0582,VD0583 

〔2〕作動 

(1)シフト前 

スリーブ側スプライン
ミドルシンクロナイザーリングはギヤと一体となってイン

シフトフォークプットシャフトと同回転し,インナー & アウターシン 
シンクロナイザー側 ハブスリーブNo1 
スプライン

クロナイザーリングはキーを介してハブとともにアウトプ ギヤピース
シフティングキー

2連ギヤ 

ットシャフトと同回転しているため,ミドルシンクロナイ アウターシンクロ
ナイザーリング

ザーリングとインナー & アウターシンクロナイザーリ ミドルシンクロ
ナイザーリング

インナーシンクロング間に回転差が生じています。
ナイザーリング

アウトブット
シャフト

VD00584 
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シャシーーマニュアルトランスアクスル 2-5 

(2)シフト操作時 
チャンファー面

ハブスリーブが移動すると,キーの作用によりシンクロ機 

構がハブスリーブとインデックスし,次にハブスリーブと ⇧ ⇦ 

シンクロナイザーリングのギヤスプラインのチャンファー
摩擦力による同期力

面が当たり,ハブスプラインからのシフト操作力がシンク 

ロ機構に伝わるようになります。

するとアウターとミドル,ミドルとインナー,インナーと 

ギヤの各テーパーコーン接触面で摩擦力を発生し,従来の 

一面しか摩擦面を持たないシンクロ機構と比べ,大きな摩 

擦力により早期にギヤ側の回転をハブ側の回転に同期させ

2 ます。

VD0585 

【2】リバースシンクロ機構 

〔1〕構造 

·リバースシンクロ機構は,アウトプットシャフトの5速ギヤと噛み合って停止しているインプットシャフト側の5速ギヤ 

を利用し,クラッチを切って慣性で回転しているインプットシャフトの回転と5速ギヤを早期に同期させ,インプットシ 

ャフトの回転を停止させてスムースにリバースヘシフトできるようにしたもので,シンクロナイザープルリング,インナ 

ーシンクロナイザーリング,5速用シンクロ機構で構成されています。 

• シンクロナイザープルリング,インナーシンクロナイザーリングはスナップリングにより一体化され,シンクロナイザー 

プルリングを介してハブスリーブの動きがインナーシンクロナイザーリングに伝えられます。ミドルシンクロナイザーリ

ングは,リバースシンクロ作用時は内外面で,5 速シンクロ作用時はインナーシンクロナイザーリングより先にミドルシ 

ンクロナイザーリングが5速ギヤのスラスト面に当たり,外面だけで摩擦力を5速ギヤに伝えます。 

5速ギヤ インナーシンクロ
アウターシンクロナイザーリング ナイザーリング

ミドルシンクロキースプリング ミドルシンクロナイザーリング
ナイザーリング

キースプリング

アウターシンクロ
5速ギヤ ナイザーリング

シンクロナイザー
スナップリング

ブルリング
スラスト面

キースプリングハブ リバース
シンクロ用 シンクロナイザー

プルリング
インナーシンクロ

クラッチハブNo 3 
ナイザーリング ミドルシンクロナイザーリングと 5速リバース 

ギヤのかん合部 兼用シンクロ部

リバースシンクロ機構
リバースインプットギヤ

インプット5速ギヤ インプットシャフト リバース
5速 & リバース クラッチ シンクロ用
シンクロ機構 シンクロナイザープルリング

32 インナーシンクロナイザーリング

リバースアイドラギヤ
アウトプットシャフトー 停止 5速ギヤとミドルシンクロ 3 

ナイザーの組み合わせ
スナップリング停止

シンクロナイザープルリングと5速用 
5速ギヤ インナー & アウターシンクロナイ 

リバースギヤ ディファレンシャル ザーリングの組み合わせ VD0586,VD0587,VD0588,VU0589 
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2-6 シャシーーマニュアルトランスアクスル

〔2〕作動 

(1)シフト前 

シンクロナイザープルリング,インナーシンクロナイザー シフトフォーク

ハブスリーブ
リング,アウターシンクロナイザーリングは,ハブにより アウターシンクロ

ナイザーリング インプット5速ギヤ 1 

インプットシャフトと同回転し,ミドルシンクロナイザー ミドルシンクロ
キースプリング ナイザーリング

リングは5速ギヤ部を介してアウトプットシャフトと同回 

転して,シンクロ機構に回転差が生じています。 シンクロナイザー
プルリング

インプットシャフト
インナーシンクロ
ナイザーリング

アウトプットシャフト

アウトブットシャフト5速ギヤ 

VI00590 

(2)シフト操作時 

シンクロナイザー側
• ハブスリーブがキースプリングを介してシンクロナイザー スプライン 鑽

スリーブ側スプライン

プルリングを押します。するとシンクロナイザープルリン

グに連結されているインナーシンクロナイザーリングがハ
ハブスリーブ

ミドルシンクロナイザーリング

ブ側(右図の左方向)に移動し,この動きがミドル & 
キースプリング

シンクロナイザー
アウターシンクロナイザーリングにも伝わり,アウターシ ブルリング

ンクロナイザーリングがハブのスラスト面に当たりシンク

2 インナーシンクロ
ナイザーリング

ロ機構の軸方向の動きが規制されます。その結果,キース 

プリングの張力に対応した摩擦力が各テーパーコーン面に アウターシンクロ
ナイザーリング

発生し,シンクロ機構がハブスリーブのスプラインチャン 
スラスト面

ファー面と相対する位置までインデックスします。

VD00591 

·さらにこの状態からハブスリーブが移動すると,チャンフ 

チャンファー面
ァー面よりハブスリーブからのシフト操作力がシンクロ機

構に伝えられ,ミドルシンクロナイザーリングの内·外面 事
◎ 

インブット5速ギヤ 
に摩擦力を発生し,停止している5速ギヤ(アウトプット (停止) 

シャフト側)と回転しているハブ側(インプットシャフト) ミドルシンクロナイザーリング

とを同期させようとします。その結果,慣性で回転してい 

るハブ側が停止し,リパースアイドラギヤがスムースにリ 
ーインプットシャフト

バースギヤと噛み合うことができます。 (回転→停止) 

アウトプット5速ギヤ 
(停止) 

VI>0592 
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シャシーーマニュアルトランスアクスル 2-7 

(3)シフト完了時 

・さらにハブスリーブが移動すると,ハブスリーブがシンク 

ロナイザープルリングのチャンファー面を滑り·押しのけ 
事

インプット5速ギャ 
ながら移動し,やがてシンクロナイザープルリングのスプ (停止ーフリー) 

ラインに噛み合います。するとシンクロナイザープルリ

ングを押す力がなくなり,各シンクロ間の軸方向への動き 

の規制がなくなります。その結果,インプットシャフトの 

5速ギヤがフリーの状態になるとともに,リバースアイド 

ラギヤがインプットシャフト,アウトプットシャフトのリ 
アウトプットシャフト
(停止→逆転) 

バースギヤにスムースに噛み合います。

VD0593 

無断複製禁止 
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